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組
織
改
革
と
人
事

　
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
ホ
ー
ム

ラ
イ
フ
四
国
（
１
日
）

　〔
組
織
〕
①
企
画
部
を
廃

し
、
営
業
本
部
に
企
画
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
を
新
設
②

管
理
本
部
を
廃
止
、
管
理
・

経
理
課
を
管
理
課
に
改
称
、

東
四
国
工
務
課
と
中
村
営
業

所
を
廃
止

　〔
人
事
〕
取
締
役
常
務
執

行
役
員
営
業
本
部
長
兼
企
画

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長

（
エ
ネ
ク
ス
・
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
社
長
補
佐
）
山

本
隆
行
▽
取
締
役
執
行
役
員

管
理
部
長
兼
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
課
長
（
伊
藤
忠
エ
ネ
ク

ス
カ
ー
ラ
イ
フ
部
門
中
日
本

管
理
課
長
）
弓
立
剛
▽
営
業

部
長
（
愛
媛
支
店
長
兼
愛
媛

販
売
課
長
）
西
山
毅
▽
愛
媛

支
店
長
（
企
画
部
長
）
尾
崎

伸
二
▽
東
四
国
支
店
長
（
営

業
部
営
業
企
画
課
長
）
中
村

新
▽
愛
媛
支
店
西
条
営
業
所

長
（
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
ホ
ー

ム
ラ
イ
フ
西
日
本
）
有
馬
寛

恒
▽
東
四
国
支
店
丸
亀
営
業

所
長
（
愛
媛
支
店
松
前
営
業

所
長
）
安
原
英
俊
▽
同
香
川

営
業
所
長
（
同
丸
亀
営
業
所

長
）
六
車
信
大
▽
同
徳
島
営

業
所
長
（
同
東
四
国
工
務
課

長
）
野
々
村
馨
▽
高
知
支
店

安
芸
営
業
所
長
（
東
四
国
支

店
徳
島
営
業
所
長
）
池
内
浩

志
▽
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
電
力

・
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
部
門
電

力
需
給
部
長
（
取
締
役
常
務

執
行
役
員
営
業
本
部
長
）
上

坂
喜
人
▽
ジ
ャ
パ
ン
ガ
ス
エ

ナ
ジ
ー
東
日
本
支
店
（
東
四

国
支
店
長
）
島
雄
隆
一
▽
愛

媛
支
店
愛
媛
販
売
課
長
（
エ

ネ
ア
ー
ク
中
部
企
画
統
括
部

物
流
部
名
古
屋
物
流
セ
ン
タ

ー
長
）
香
川
拓
男
▽
エ
ネ
ア

ー
ク
営
業
企
画
部
副
部
長
兼

経
営
企
画
部
副
部
長
（
営
業

部
長
）
福
見
真
一
▽
エ
ネ
ア

ー
ク
中
部
東
海
支
社
東
海
北

開
発
チ
ー
ム
長
（
高
知
支
店

副
支
店
長
）
芝
中
良
雄

都市ガス導入、白紙に
東近江市の
長 峰 団 地 ＬＰガスの災対力評価

地
元
業
者
の
接
点
活
動
が
奏
功

約２千世帯が暮らす長峰団地

　
一
昨
年
か
ら
都
市
ガ
ス
導

入
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た

東
近
江
市
の
住
宅
地
、
長
峰

団
地
が
導
入
を
行
わ
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
滋
賀
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
八

日
市
支
部
の
平
井
通
支
部
長

（
平
井
百
貨
店
社
長
）
は

「
地
元
事
業
者
と
し
て
競
争

相
手
が
減
っ
た
こ
と
は
あ
り

が
た
い
が
、
こ
れ
で
終
わ
り

で
は
な
く
始
ま
り
だ
と
思
っ

て
い
る
。
今
後
も
お
客
さ
ま

に
選
ば
れ
続
け
る
よ
う
に
顧

客
接
点
を
強
め
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
す
る
。

　
同
団
地
は
約
45
年
前
に
開

発
さ
れ
た
。
３
５
０
０
区
画

以
上
あ
る
が
、
実
際
に
建
築

さ
れ
住
民
が
住
ん
で
い
る
の

は
約
２
千
件
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は

戸
別
供
給
で
あ
り
、
同
支
部

の
ほ
か
他
支
部
の
事
業
者
も

供
給
し
て
い
る
。
平
井
百
貨

店
も
団
地
内
に
多
く
の
顧
客

を
抱
え
る
。

　
長
峰
連
合
自
治
会
長
か
ら

平
井
氏
に
連
絡
が
入
っ
た
の

は
２
０
１
８
年
12
月
25
日
。

平
井
氏
は
同
28
日
に
県
協
会

の
片
淵
文
雄
専
務
理
事
ら
と

自
治
会
長
を
訪
ね
た
。
自
治

会
長
は
大
阪
ガ
ス
か
ら
都
市

ガ
ス
導
入
の
提
案
が
あ
っ
た

と
伝
え
た
。
住
民
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
自
治

会
は
団
地
内
へ
の
ス
ー
パ
ー

誘
致
を
市
に
相
談
し
て
い
た

が
、
都
市
ガ
ス
は
要
望
し
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
平
井
氏
は
19
年
１
月
８
日

に
大
ガ
ス
担

当

者

と

面

談
。
同
10
日

か
ら
行
う
測

量
に
基
づ
き

工
事
代
金
を

算
定
、
そ
の

結
果
を
基
に

団
地
内
全
戸

を
訪
問
し
意

向
を
確
認
す

る
計
画
と
知
っ
た
。

　
翌
９
日
の
支
部
会
で
、
平

井
氏
は
情
報
を
伝
え
る
と
と

も
に
支
部
会
員
に
顧
客
対
策

を
呼
び
か
け
た
。「
災
害
に

強
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
で
き
る
限
り
頑
張
ろ

う
。
そ
の
う
え
で
選
択
す
る

の
は
お
客
さ
ま
。
努
力
せ
ず

に
『
都
市
ガ
ス
に
取
ら
れ

た
』
と
い
う
の
は
や
め
よ

う
」
と
訴
え
た
。

　
県
協
会
は
同
支
部
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
「
知
る
ほ
ど
、
な

る
ほ
ど
！
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
　
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
は
災
害
に
も
っ
と
も
強

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
！
」（
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
振
興
セ
ン
タ
ー
作
成
）

を
届
け
、
支
部
会
員
が
各
自

の
顧
客
に
配
布
し
た
。
さ
ら

に
県
協
会
は
２
月
８
日
の
充

填
検
査
支
部
保
安
防
災
部
会

で
卸
事
業
者
に
情
報
を
伝

達
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
他
支
部
の
事
業
者
に
も
状

況
を
周
知
し
た
。

　
５
月
ご
ろ
か
ら
全
戸
訪
問

が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、
結

果
的
に
基
準
と
な
る
賛
同
数

に
は
届
か
な
か
っ
た
。
同
団

地
は
１
区
画
の
面
積
が
広
く

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
を
置
き
や
す

い
た
め
電
化
住
宅
が
多
い
。

加
え
て
非
居
住
の
地
権
者
が

多
い
こ
と
も
賛
同
者
を
得
に

く
く
し
た
よ
う
だ
。

　
平
井
氏
は
「
も
っ
と
も
大

き
か
っ
た
の
は
自
治
会
長
が

早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
情
報
を

く
だ
さ
っ
た
こ
と
。
ま
た
自

治
会
が
中
立
の
立
場
を
貫
い

た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
」
と

振
り
返
る
。「
今
後
も
県
内

で
都
市
ガ
ス
延
伸
の
案
件
は

出
る
だ
ろ
う
。
今
回
は
偶

然
、
自
治
会
長
が
当
社
の
ガ

ス
顧
客
で
リ
フ
ォ
ー
ム
で
も

懇
意
に
し
て
い
る
お
客
さ
ま

だ
っ
た
。
だ
が
仮
に
ガ
ス
だ

け
の
取
引
で
も
勝
手
口
か
ら

上
が
れ
る
関
係
性
が
当
業
界

の
強
み
。
わ
れ
わ
れ
は
初
心

を
忘
れ
ず
、
お
客
さ
ま
と
の

つ
な
が
り
を
強
化
せ
ね
ば
」

と
気
を
引
き
締
め
る
。

災害への強さをＰＲする
リーフレット

　
ダ
イ
ネ
ン
（
本
社
・
姫
路
市
、
増
田
哲
彦
社
長
）

は
燃
料
事
業
の
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
デ
ジ
タ
ル

と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合
」
に
定
め
た
。
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
活
用

に
よ
る
集
中
監
視
・
自
動
検
針
な
ど
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す

る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化
を
図
る
一
方
、
工
事
内
製

化
や
開
発
営
業
な
ど
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
積
極
投
入
す

る
方
針
だ
。
ま
た
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
含

め
、
仕
事
の
付
加
価
値
を
高
め
な
が
ら
働
き
方
改
革

を
進
め
て
い
く
。

　
フ
ジ
タ
グ
ル
ー
プ
（
美

馬
市
、
藤
田
織
女
代
表
）

の
藤
田
商
事
は
３
月
10

日
、
消
費
者
庁
が
推
進
す

る
消
費
者
志
向
経
営
の
実

現
に
向
け
て
、「
消
費
者

志
向
自
主
宣
言
」
を
策
定

し
た
。

　
消
費
者
志
向
経
営
（
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
）
と

は
、
事
業
者
が
消
費
者
全

体
の
視
点
に
立
ち
健
全
な

市
場
の
担
い
手
と
し
て
、

消
費
者
の
信
頼
獲
得
と
持

続
可
能
で
望
ま
し
い
社
会

構
築
に
向
け
、
社
会
的
責

任
を
自
覚
し
て
事
業
活
動

を
行
う
こ
と
。

　
宣
言
の
「
理
念
」
で

は
、
顧
客
、
取
引
先
、
地

域
住
民
、
社
員
同
士
「
心

の
通
う
お
付
き
合
い
」
を

通
じ
、
安
全
・
安
心
・
便

利
な
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ
た

こ
と
を
解
決
す
る
「
近
所

の
ガ
ス
屋
」
の
精
神
で
、

日
本
の
優
れ
た
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
世
界
に
広
め
る

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る

と
し
た
。
高
齢
化
が
加
速

す
る
昨
今
、
年
齢
層
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
、
国
籍
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
住
み
や

す
く
、
働
き
や
す
い
社
会

を
目
指
し
て
企
業
の
社
会

的
責
任
を
全
う
す
る
「
経

営
ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
」
を
明
示
。
社
員
心

得
の
安
全
・
安
心
・
便
利

や
法
令
順
守
、
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
常
に
確

認
す
る
と
い
っ
た
「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

確
保
」
に
つ
い
て
宣
言
し

て
い
る
。

　
社
員
同
士
の
密
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
顧
客

へ
の
声
掛
け
運
動
、
地
域

の
清
掃
と
い
っ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
な
ど
「
従
業
員
の
積

極
的
活
動
」
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

の
「
消
費
者
へ
の
情
報
提

供
の
充
実
・
双
方
向
の
情

報
交
換
」
を
明
記
。
外
国

人
採
用
、
地
域
住
民
も
利

用
で
き
る
事
業
所
内
保

育
、
ガ
ス
料
金
見
え
る
化

の
ほ
か
、
事
業
所
維
持
管

理
、
防
災
訓
練
や
備
蓄
に

よ
る
災
害
対
策
で
の
地
域

貢
献
体
制
整
備
な
ど
「
消

費
者
・
社
会
の
要
望
を
踏

ま
え
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
・
開
発
」
も
宣
言

に
含
ん
だ
。

　
同
社
は
策
定
を
機
に
、

消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
化
し
安
全

・
安
心
・
便
利
に
貢
献
す

る
取
り
組
み
を
推
進
す
る

と
し
て
い
る
。

藤
田
商
事 

明
文
化
で
取
り
組
み
推
進

消
費
者
志
向
経
営
を
宣
言

　
和
歌
山
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
福
島
幹
治
会
長
）
は
、
昨

年
度
実
施
し
た
高
齢
者
保
安

対
策
推
進
事
業
の
報
告
書
を

ま
と
め
た
。

　
同
事
業
は
同
協
会
員
が
70

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
生

活
す
る
世
帯
や
60
歳
以
上
の

独
居
世
帯
な
ど
を
訪
問
し
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
機
器
の
安
全
点
検

を
実
施
す
る
も
の
。
昨
年
８

月
～
今
年
１
月
末
ま
で
20
事

業
所
が
実
施
し
、
１
４
４
４

件
を
訪
問
し
た
。

　
事
業
は
会
員
事
業
所
の
自

社
顧
客
で
、
70
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯
、
60
歳
以

上
の
独
居
世
帯
、
体
の
不
自

由
な
顧
客
な
ど
を
対
象
に
訪

問
。
配
布
用
の
防
災
グ
ッ
ズ

と
経
年
劣
化
機
器
の
周
知
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
参
し
、
安

全
点
検
に
よ
る
事
故
の
未
然

防
止
、
高
齢
者
世
帯
の
生
活

ニ
ー
ズ
の
情
報
収
集
、
信
頼

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者

19
年
度
高
齢
者
保
安
対
策
事
業

独
居
世
帯
1444
件
を
訪
問

和歌山県協

と
し
て
の
体
制
確
立
、
経
年

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
撲
滅
、
最

新
ガ
ス
機
器
の
拡
販
な
ど
を

図
る
。
訪
問
時
に
は
ガ
ス
メ

ー
タ
ー
や
ガ
ス
漏
れ
検
知
器

で
ガ
ス
漏
れ
を
点
検
。
消
費

機
器
の
安
全
点
検
を
実
施
し

た
。
安
全
装
置
未
装
着
の
機

器
を
使
用
す
る
顧
客
に
は
、

買
い
替
え
を
推
奨
す
る
。
古

い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
は
無
料
で

回
収
す
る
。

　
ガ
ス
こ
ん
ろ
は
訪
問
先
の

ほ
ぼ
全
件
に
設
置
。
着
火
状

況
の
目
視
、
電
池
の
容
量
を

確
認
し
、
バ
ー
ナ
ー
部
の
清

掃
を
行
っ
た
。
顧
客
か
ら
の

相
談
で
最
も
多
か
っ
た
の
は

「
点
火
不
良
」
で
16
件
。
多

く
は
バ
ー
ナ
ー
清
掃
と
電
池

交
換
で
対
応
し
た
。

　
対
応
で
き
な
か
っ
た
も
の

の
う
ち
、
９
件
で
Ｓ
ｉ
セ
ン

サ
ー
コ
ン
ロ
へ
の
買
い
替
え

に
つ
な
が
っ
た
。
電
池
交
換

が
で
き
ず
に
故
障
と
勘
違
い

し
て
い
た
例
や
電
池
交
換
方

法
が
分
か
ら
な
い
消
費
者
も

い
た
。
ま
た
、
使
用
か
ら
10

年
以
上
経
過
し
て
い
る
消
費

者
に
も
セ
ン
サ
ー
機
能
を
説

明
し
、
買
い
替
え
促
進
を
図

っ
た
。

　
給
湯
器
の
相
談
は
９
件
。

最
も
多
い
の
が
経
年
に
よ
る

着
火
不
良
で
６
件
あ
っ
た
。

修
理
後
の
給
湯
器
で
も
エ
コ

ジ
ョ
ー
ズ
で
な
い
給
湯
器
に

は
買
い
替
え
を
勧
め
た
。
灯

油
給
湯
器
が
不
調
の
顧
客
に

も
同
様
に
対
応
し
、
取
り
替

え
に
至
っ
た
。

　
ま
た
、
水
栓
か
ら
の
水
漏

れ
や
混
合
栓
の
故
障
な
ど
、

水
回
り
関
係
の
相
談
も
あ
り

対
応
し
た
。

　
湯
沸
器
の
相
談
は
「
点
火

不
良
」「
調
子
が
悪
い
」
の

７
件
。
経
年
湯
沸
器
設
置
先

に
は
、
買
い
替
え
を
提
案
し

２
件
の
成
約
を
得
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
ガ
ス
メ
ー
タ

ー
関
係
で
２
件
、
ガ
ス
に
恐

怖
心
を
感
じ
て
い
る
が
２

件
、
未
使
用
風
呂
釜
の
撤
去

が
１
件
、
ヒ
ュ
ー
ズ
ガ
ス
栓

の
交
換
が
１
件
あ
っ
た
。
メ

ー
タ
ー
関
係
は
マ
イ
コ
ン
メ

ー
タ
ー
の
復
帰
方
法
な
ど
を

説
明
。
ガ
ス
に
恐
怖
心
を
感

じ
て
い
る
消
費
者
に
は
、
ガ

ス
漏
れ
警
報
器
に
よ
る
安
心

性
を
説
明
し
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
以
外
で
は
水
回

り
関
係
の
相
談
が
多
く
、
次

い
で
住
宅
設
備
関
係
へ
の
相

談
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
運
転

免
許
証
を
返
納
し
た
た
め
通

院
や
買
い
物
が
不
便
な
ど
の

相
談
が
あ
り
、
事
業
を
通
じ

て
高
齢
者
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
い
る
。

　
県
協
会
で
は
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

販
売
事
業
者
は
高
齢
者
の
見

守
り
を
通
じ
、
地
域
社
会
に

密
着
し
て
街
の
ガ
ス
屋
さ
ん

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
」
と

し
、
販
売
事
業
者
に
対
し
て

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
消
費
状
態
な
ど

か
ら
、
異
変
に
気
付
い
た
時

に
は
自
治
体
に
連
絡
す
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
る
。

　
伊
丹
産
業
（
本
社
・
伊
丹

市
、
北
嶋
一
郎
社
長
）
は
３

月
30
日
、
伊
丹
市
の
伊
丹
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
で
伊
丹
産
業
グ

ル
ー
プ
入
社
式
を
開
き
、
98

人
が
新
社
会
人
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
今
年

度
の
新
入
社
員
は
、
本
社
部

門
14
人
、
ガ
ス
部
門
58
人
、

石
油
部
門
３
人
、
米
穀
部
門

11
人
、
モ
バ
イ
ル
部
門
１

人
、
グ
ル
ー
プ
会
社
11
人
の

合
計
98
人
（
男
性
71
人
、
女

性
27
人
）
。

　
北
嶋
社
長
は
「
こ
こ
に
い

る
98
人
は
、
令
和
最
初
の
新

入
社
員
で
あ
り
、
新
し
い
時

代
を
駆
け
抜
け
る
逸
材
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

が
世
界
的
に
流
行
し
て
い
る

が
、
感
染
防
止
対
策
を
十
分

に
行
っ
た
う
え
で
、
入
社
式

を
開
催
し
た
。
せ
っ
か
く
の

門
出
の
時
に
こ
の
よ
う
な
状

況
に
な
っ
た
の
は
誠
に
残

念
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の

会
社
生
活
に
お
い
て
も
、
ま

っ
た
く
予
想
も
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
起
こ
り
え
る
。

こ
れ
も
一
つ
の
教
訓
と
し
て

全
社
一
丸
と
な
り
、
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
け
て
、
「
当
社
は
１
９

４
８
年
の
創
立
以
来
『
和
』

を
社
是
と
し
、
時
代
を
先
取

り
す
る
積
極
的
な
経
営
方
針

を
貫
い
て
き
た
。
52
年
に
米

穀
事
業
を
手
掛
け
て
以
来
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
石
油
の
３
本
柱

は
生
活
を
す
る
上
で
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
が
、
使

っ
て
し
ま
え
ば
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
ま
た
次
回
、
お
客

さ
ま
が
買
い
求
め
る
際
、

『
同
じ
買
う
な
ら
伊
丹
産
業

さ
ん
か
ら
ま
た
買
っ
て
や
ろ

う
』
と
、
お
客
さ
ま
に
選
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

だ
。
当
社
は
安
全
、
安
心
と

い
う
付
加
価
値
を
付
け
て
、

入
社
式
訓
示 

安
全
・
安
心
で
信
頼
を

「
和
」
を
育
み
意
識
高
く

伊丹産業

北嶋一郎社長

こ
れ
を
高
め
て
き
た
。
具
体

的
に
は
ガ
ス
漏
れ
や
ガ
ス
切

れ
を
集
中
的
に
監
視
す
る

『
Ａ
Ｃ
Ｕ
24
』
は
、
皆
さ
ん

が
生
ま
れ
る
以
前
か
ら
先
進

的
な
通
信
技
術
を
用
い
て
、

高
度
な
安
全
と
安
心
を
追
求

し
、
お
客
さ
ま
の
信
頼
を
得

て
き
た
。
当
社
は
安
全
、
安

心
に
加
え
て
、
便
利
さ
、
快

適
さ
を
加
え
、
よ
り
上
質
な

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
針

で
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯
電

話
、
ボ
ル
ボ
車
の
販
売
、
コ

ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
『
タ
リ
ー

ズ
』
の
運
営
、
太
陽
光
や
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
事
業
な

ど
、
常
に
お
客
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
事
業
を
意
欲

的
に
展
開
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
事
業
所
数
が
１
４
６

を
数
え
る
に
至
っ
た
」
と
説

明
し
た
。

　
ま
た
「
当
社
は
地
域
や
社

会
へ
の
貢
献
に
も
尽
力
し
て

い
る
。
政
府
が
奨
励
す
る
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
中
核
充
填
所
は
15
カ

所
で
整
備
し
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
は
38
カ
所
の
災
害

対
応
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
停
電

時
に
も
対
応
す
る
。
本
社
近

く
の
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、

い
つ
で
も
い
ち
早
く
被
災
地

に
駆
け
つ
け
、
必
要
な
物
資

を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。
当
社
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
自
由
化
に
対
し
て
、
全

国
７
カ
所
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
を
整
備
。
当
社
の
発

電
所
で
あ
る
兵
庫
神
戸
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
発
電
所
を
通
じ

て
、
競
争
の
優
位
性
と
独
自

性
で
『
伊
丹
産
業
の
で
ん

き
』
ブ
ラ
ン
ド
で
展
開
し
て

い
る
。
当
社
の
社
是
『
和
』

に
あ
る
よ
う
に
、
お
客
さ
ま

と
の
和
、
職
場
で
の
和
、
同

期
と
の
和
を
育
ん
で
ほ
し

い
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

『
現
場
力
強
化
』
で
あ
る
。

各
人
が
向
上
心
を
持
ち
、
知

識
や
情
報
を
貪
欲
に
獲
得

し
、
ス
キ
ル
の
向
上
に
努

め
、
高
い
モ
ラ
ル
と
意
識
を

も
っ
て
、
思
い
っ
き
り
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
訴
え
た
。

　
社
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
辞

令
交
付
と
役
員
紹
介
を
行

い
、
新
入
社
員
を
代
表
し
て

冨
依
奏
汰
さ
ん
が
「
こ
の
感

激
を
忘
れ
ず
、
地
域
社
会
の

発
展
に
貢
献
し
、
ま
た
配
属

さ
れ
る
事
業
所
の
繁
栄
に
も

つ
な
が
る
よ
う
、
一
人
一
人

が
持
っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
存
分
に
発
揮
す
る
よ

う
努
力
い
た
し
ま
す
。
顧
客

第
一
主
義
の
基
本
に
立
っ

て
、
お
客
さ
ま
の
豊
か
な
生

活
を
支
え
る
社
員
に
な
れ
る

よ
う
、
こ
こ
に
お
誓
い
申
し

上
げ
ま
す
」
と
宣
誓
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
融
合

ダ
イ
ネ
ン 

Ｉ
Ｔ
化
し
人
材
積
極
投
入

　
同
社
は
２
０
１
９
年
度
、

Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
活
用
に
よ
る
集
中

監
視
を
３
千
件
に
導
入
。
20

年
度
は
１
万
２
千
件
分
の
予

算
を
確
保
し
た
。
合
計
で
シ

ル
バ
ー
認
定
保
安
事
業
者
の

条
件
で
あ
る
普
及
率
50
％
を

達
成
で
き
る
。

　
増
田
社
長
は
「
従
来
、
検

針
業
務
が
エ
リ
ア
担
当
者
の

業
務
の
中
で
大
き
な
比
重
を

占
め
て
い
た
。
顧
客
接
点
強

化
に
な
る
と
い
う
発
想
だ
っ

た
が
、
実
際
は
共
働
き
世
帯

の
増
加
で
在
宅
率
が
低
く
、

あ
ま
り
接
点
強
化
に
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
」
と
振
り
返

る
。
こ
の
た
め
自
動
検
針
を

進
め
、
社
員
が
よ
り
付
加
価

値
の
高
い
仕
事
に
集
中
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

　
そ
の
一
つ
が
４
月
か
ら
姫

路
と
北
九
州
に
設
置
し
た
工

事
部
だ
。
ス
キ
ル
を
持
っ
た

人
材
の
採
用
を
含
め
両
拠
点

合
計
15
人
で
ス
タ
ー
ト
。
外

注
し
て
い
た
工
事
を
内
製
化

す
る
と
と
も
に
、
販
売
店
や

同
業
者
の
仕
事
も
受
け
る
体

制
を
整
え
る
。
社
員
に
よ
る

工
事
で
工
事
品
質
を
担
保

し
、
外
注
先
の
高
齢
化
に
備

え
る
。

　
業
務
用
を
中
心
と
す
る
開

増田哲彦社長

発
営
業
の
専
門
部
隊
は
合
計

４
人
で
立
ち
上
げ
た
。
姫
路

地
域
を
東
西
２
チ
ー
ム
で
分

担
し
競
い
合
う
。
ロ
ー
ド
サ

イ
ド
飲
食
店
、
老
人
介
護
施

設
、
ス
ー
パ
ー
銭
湯
、
コ
イ

ン
ラ
ン
ド
リ
ー
な
ど
が
対

象
。

　
エ
リ
ア
担
当
の
働
き
方
も

見
直
し
て
い
く
。
従
来
、
１

人
が
６
０
０
～
７
０
０
件
を

担
当
、
す
べ
て
を
ま
か
な
っ

て
き
た
。
今
後
は
姫
路
と
北

九
州
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が

電
話
対
応
を
は
じ
め
、
保
安

点
検
の
ア
ポ
イ
ン
ト
や
開
閉

栓
な
ど
業
務
の
割
り
振
り
を

行
い
効
率
化
す
る
。

　
増
田
社
長
は
「
件
数
で
は

大
手
に
適
わ
な
い
が
、
デ
ジ

タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合
に

よ
っ
て
業
界
を
引
っ
張
る
仕

組
み
を
作
り
た
い
」
と
意
気

込
む
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
は
出
張
禁
止
、
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
設
置
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
震

災
後
の
津
波
対
策
で
パ
ソ
コ

ン
デ
ー
タ
の
管
理
を
見
直
し

た
た
め
、
万
一
感
染
に
よ
る

一
部
営
業
所
の
閉
鎖
が
あ
っ

て
も
他
拠
点
で
デ
ー
タ
を
見

ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
整
え
て

い
る
。
今
後
は
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
が
課

題
に
な
る
。


